
仙台市の人口（対前月増減数） 男：529,663人　女：564,793人　計1,094,456人（－323)　556,712世帯（－174）　1月１日現在
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市
民
の
安
全
・
安
心
を
祈
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
消
防
出
初
式

　
1
月
６
日
、
新
春
恒
例
の
「
仙
台
市

消
防
出で

初ぞ
め
式
」
が
、
青
葉
山
公
園
追
廻

地
区
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
消
防
職
員

や
消
防
団
員
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
な

ど
約
９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
防
出
初
式
は
、
明
治
時
代
か
ら
続

く
伝
統
行
事
で
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
願
う
と
と
も
に
消
防
関
係
者
の
１
年

の
安
全
と
奮
起
を
誓
う
も
の
で
す
。

　
式
で
は
、
消
防
車
両
20
台
と
消
防
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
、
消
防
職
員
・
団
員
な
ど

に
よ
る
観
閲
行
進
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
が
華
麗
な
フ
ラ
ッ
グ
演

技
を
披
露
。
ま
た
、
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
仙
台
消
防

階は
し
子ご

乗
り
」
で
は
、
市
内
７
つ
の
消
防

団
の
団
員
が
、
高
さ
７
・
２
メ
ー
ト
ル

の
は
し
ご
の
上
で
迫
力
あ
る
技
を
繰
り

広
げ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
救
助
訓
練

や
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
、
防
火
・
防
災

の
意
識
を
高
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◎
令
和
７
年
は
、
火
災
件
数
は
微
増
・

救
急
出
場
件
数
な
ど
は
過
去
最
多

　
令
和
７
年
の
火
災
・
救
急
の
概
況

（
速
報
値
）
は
、
火
災
件
数
は
前
年
よ

り
６
件
増
の
２
５
３
件
で
、
火
災
に
よ

る
死
者
は
前
年
よ
り
１
人
増
の
10
人
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
救
急
出
場
件
数

は
１
３
７
８
件
増
の
６
万
６
８
１
２
件
、

搬
送
人
員
は
５
万
８
０
９
８
人
で
、
救

急
出
場
件
数
、
搬
送
人
員
と
も
に
過
去

最
多
と
な
り
ま
し
た
。

▲消防団ごとに形の違うまといを掲げて行われ
る階子乗り。地域の安全を守る誇りと心意気が
宿っています

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
や
ご
要
望
を
誠
実
に
受
け
止
め
、

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

利
用
者
か
ら
の
過
度
な
要
求
や
暴
言
、
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「
仙
台
市
職
員
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
基
本
方
針
」
策
定

　
二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
式
典
「
仙
台

市
は
た
ち
の
集
い
」
が
、
１
月
11
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
会
場
と
な
っ

▲誓いの言葉を述べる「仙台市はたちの
集い」の運営スタッフの皆さん

　
本
市
の
防
災
・
減
災
に
尽
力
さ
れ
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
な
ど
を
表

彰
す
る
仙
台
市
防
災
功
労
表
彰
を
、
１

月
19
日
に
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
受
賞

し
た
３
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
（
順

不
同
）。

「
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
建
築
士
事
務

所
協
会
」「
地
域
夢
つ
な
ぐ
実
行
委
員

会
Ｗわ

っ

か

ａ
ｋ
ｋ
ａ
」「
み
や
ぎ
生
活
協
同

組
合
」
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国
道
２
８
６
号
バ
イ
パ

ス
建
設
予
定
地
の
視
察

を
実
施
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仙
台
市
防
災
功
労
表
彰

を
実
施
し
ま
し
た

威
圧
的
な
言
動
な
ど
の
社
会
通
念
を
逸

脱
し
た
行
為
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
は
、
職
員
の
安
全
や
尊
厳
を
損

な
い
、
業
務
の
停
滞
や
居
合
わ
せ
た
市

民
に
不
安
を
与
え
る
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
職
員
を
守
る
と

と
も
に
、
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
す
「
仙
台
市
職
員
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
基
本
方
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
方
針
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
や
対
象
行
為
を

明
確
に
し
、
対
応
原
則
を
示
し
て
い
ま

す
。
暴
言
や
脅
迫
、
長
時
間
の
拘
束
な

ど
の
不
当
な
行
為
が
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
複
数
職
員
に
よ
る
対
応
や
事
案

の
組
織
内
共
有
、
必
要
に
応
じ
た
警
告

や
対
応
中
止
、
警
察
と
の
連
携
な
ど
組

織
的
に
毅き

然ぜ
ん

と
対
応
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
基
本

で
あ
る
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
対
策
の
周
知
・
啓
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

て
い
た
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
（
仙
台

市
体
育
館
）
が
大
規
模
改
修
工
事
中
で

あ
る
た
め
、
今
年
は
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ

仙
台
（
仙
台
市
ア
リ
ー
ナ
）
を
会
場
に
、

二
部
制
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
約
７
０
０
０
人
が
参
加

し
、
郡
市
長
は
「
皆
さ
ん
に
は
、
し
な

や
か
に
生
き
抜
く
力
が
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
成
長
を
続
け
、
夢
に
向
か

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
、
新
し
い
世

界
へ
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
歳
を

迎
え
た
参
加
者
の
代
表
４
人
が
「
二
十

歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
、
た
く

さ
ん
の
感
謝
の
気
持
ち
と
数
え
き
れ
な

い
思
い
出
を
胸
に
、
今
日
こ
の
日
を
新

た
な
始
ま
り
と
し
、
明
る
い
未
来
を
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
友
人
と
の
再
会
を
笑
顔

で
喜
び
合
い
な
が
ら
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。　
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は
た
ち
の
集
い
―
笑
顔

あ
ふ
れ
る
新
た
な
門
出

　
本
市
と
川
崎
町
に
お
け
る
共
通
課
題

に
つ
い
て
連
絡
調
整
を
行
う
「
仙
台

市
・
川
崎
町
広
域
行
政
連
絡
協
議
会
」

は
、
12
月
16
日
、
現
在
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
国
道
２
８
６
号
バ
イ
パ
ス
建

設
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
国
道
２
８
６
号
は
、
災
害
時
に
物
資

の
輸
送
な
ど
の
た
め
に
緊
急
車
両
の
通

行
を
確
保
す
る
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
仙
台
市
、

川
崎
町
、
山
形
市
の
交
流
人
口
拡
大
を

よ
り
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

重
要
な
幹
線
道
路
。
し
か
し
、
現
在
の

道
路
は
道
幅
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
や
急

勾
配
も
多
い
こ
と
か
ら
、
安
全
で
円
滑

に
走
行
で
き
る
よ
う
、
早
期
の
バ
イ
パ

ス
整
備
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
協
議
会
会
長
の
郡
市
長
、

副
会
長
の
小
山

川
崎
町
長
を
は

じ
め
、
両
市
町

の
議
員
が
務
め

る
委
員
ら
が
参

加
。
市
が
工
事

を
進
め
る（
仮
）

南
赤
石
１
号
橋

と
宮
城
県
が
工

事
を
進
め
る
川
崎
町
の
（
仮
）
支
倉
３

号
橋
を
視
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
工
事
の
進
め
方
な
ど
を
共

有
し
ま
し
た
。

　
国
道
２
８
６
号
バ
イ
パ
ス
は
令
和
11

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
お
り
、

引
き
続
き
県
や
川
崎
町
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲（仮）南赤石１号橋。市では、太白区の坪沼から秋
保町湯元に架かる橋

きょう

梁
りょう

の新設工事を進めています

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

85

海
辺
と
と
も
に

大
沢　

佐
智
子

　

舞
台
美
術
家
、
海
辺
の
図
書
館

「
地
名
は
知
っ
て
い
た　

津
波
被
災

地
を
歩
く
〈
上
〉〈
下
〉」

「『
仙
台
市
荒
浜
の
民
俗
』
仙
台
市
歴

史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
２
集
」

太宰幸子／著
河北新報出版センタ
ー／刊

仙台市歴史民俗資料
館／編・刊

　
せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交

流
館
に
あ
る｢

３
・
11
震
災
文
庫
」

コ
ー
ナ
ー
か
ら
２
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
土
地
の
記
憶
が
刻
ま
れ
た
地
名
を

優
し
く
指
で
な
ぞ
る
よ
う
に
、
著
者

の
太
宰
さ
ん
は
震
災
の
爪
痕
が
残
る

沿
岸
部
15
市
町
１
４
０
地
区
を
歩
き
、

そ
こ
で
目
の
当
た
り
に
し
た
風
景
や

出
会
っ
た
方
の
言
葉
、
幾
重
に
も
層

を
成
す
土
地
へ
の
思
い
と
祈
り
を
本

書
の
中
で
丁
寧
に
描
き
記
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
温ぬ

く
も
り
を
分
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
辿た
ど
る
読
書
体
験
を
通
し
、
土

地
の
記
憶
が
静
か
に
深
く
心
に
沈
殿

す
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
す
。

「
自
分
の
家
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
足

が
向
い
て
ね
。
来
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
」。
そ
う
語
ら
れ
た
土
地
を
、

今
、
こ
の
本
を
携
え
歩
い
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。

　
仙
台
市
荒
浜
は
、
津
波
で
被
災
し

災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、

人
が
住
め
な
い
地
域
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
土
地
に
は
か
つ
て
、
風
土

に
根
ざ
し
た
半
農
半
漁
の
暮
ら
し
・

文
化
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
本
書
に

は
、
そ
の
豊
か
な
営
み
が
鮮
明
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
元
漁
師
が
用
い
た
「
風
の
呼

称
」
が
風
向
き
と
共
に
方
位
図
に
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
こ
の
土
地
を

訪
ね
れ
ば
、
そ
の
風
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
１
９
２
２
年
（
大
正

11
年
）
に
途
絶
え
た
「
荒
浜
磯
獅
子

踊
」
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
半
に
わ

た
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記

述
を
基
に
、
現
在
、
元
住
民
の
方
を

中
心
に
人
が
集
い
、
郷
土
芸
能
の
再

生
に
向
け
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
荒
浜
の
今
と
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ

か
ら
を
紡
ぐ
１
冊
で
す
。

令
和
八
年
一
月
十
六
日
初
校

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ ６仙台市政だより　令和８年（2026年） ２月号


